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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月29日(2014.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピーカと、
　演出表示装置と、
　該演出表示装置に表示される画像の指示に対して操作することができる演出操作部と、
　音量を設定することができるボリュームと、
　遊技の進行を制御する主制御手段と、
　該主制御手段からのコマンドに基づいて演出の進行を制御する演出制御手段と、
を備える遊技機であって、
　前記演出制御手段は、少なくとも、
　前記ボリュームで設定される音量で演出に関する演出音の音量を調整する演出音音量調
整制御手段と、
　所定の条件が成立したときに前記演出表示装置に前記演出操作部を操作するための画像
が表示されて該画像の指示に対して前記演出操作部が操作されたことにより該操作に応じ
て前記演出音音量調整制御手段が調整した前記演出音の音量を変更する演出音音量変更制
御手段と、
　前記演出音の音量の大きさを画像として前記演出表示装置に表示するとともに前記演出
操作部の操作を画像として当該演出表示装置に表示して当該演出操作部の操作を指示する
画像演出音音量表示制御手段と、
　前記演出音音量調整制御手段が音量調整した前記演出音又は前記演出音音量変更制御手
段が音量調整した前記演出音を前記スピーカから流す制御を実行する音出力実行制御手段
と、
を含み、
　前記演出音音量変更制御手段は、前記所定の条件が成立して前記画像演出音音量表示制
御手段が前記演出音の音量の大きさを画像として前記演出表示装置に表示するとともに前
記演出操作部の操作を画像として当該演出表示装置に表示して当該演出操作部の操作を指
示するときにおいて、前記演出音音量調整制御手段が調整した前記演出音の音量を大きく
するように当該演出操作部が操作されたときには、該操作に応じて当該演出音の音量を大
きく変更する一方、前記演出音音量調整制御手段が調整した前記演出音の音量を小さくす
るように当該演出操作部が操作されたときには、該操作に応じて当該演出音の音量を小さ
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く変更することを特徴とする遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（解決手段１）
　スピーカと、演出表示装置と、該演出表示装置に表示される画像の指示に対して操作す
ることができる演出操作部と、音量を設定することができるボリュームと、遊技の進行を
制御する主制御手段と、該主制御手段からのコマンドに基づいて演出の進行を制御する演
出制御手段と、を備える遊技機であって、前記演出制御手段は、少なくとも、前記ボリュ
ームで設定される音量で演出に関する演出音の音量を調整する演出音音量調整制御手段と
、所定の条件が成立したときに前記演出表示装置に前記演出操作部を操作するための画像
が表示されて該画像の指示に対して前記演出操作部が操作されたことにより該操作に応じ
て前記演出音音量調整制御手段が調整した前記演出音の音量を変更する演出音音量変更制
御手段と、前記演出音の音量の大きさを画像として前記演出表示装置に表示するとともに
前記演出操作部の操作を画像として当該演出表示装置に表示して当該演出操作部の操作を
指示する画像演出音音量表示制御手段と、前記演出音音量調整制御手段が音量調整した前
記演出音又は前記演出音音量変更制御手段が音量調整した前記演出音を前記スピーカから
流す制御を実行する音出力実行制御手段と、を含み、前記演出音音量変更制御手段は、前
記所定の条件が成立して前記画像演出音音量表示制御手段が前記演出音の音量の大きさを
画像として前記演出表示装置に表示するとともに前記演出操作部の操作を画像として当該
演出表示装置に表示して当該演出操作部の操作を指示するときにおいて、前記演出音音量
調整制御手段が調整した前記演出音の音量を大きくするように当該演出操作部が操作され
たときには、該操作に応じて当該演出音の音量を大きく変更する一方、前記演出音音量調
整制御手段が調整した前記演出音の音量を小さくするように当該演出操作部が操作された
ときには、該操作に応じて当該演出音の音量を小さく変更することを特徴とする遊技機。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この遊技機では、スピーカ、演出表示装置、演出操作部、ボリューム、主制御手段、演
出制御手段を備えている。スピーカは、各種の音を流すことができ、演出表示部は、さま
ざまな画像を表示することができ、演出操作部は演出表示装置に表示される画像の指示に
対して操作することができ、ボリュームは、音量を設定することができ、主制御手段は、
遊技の進行を制御し、演出制御手段は、主制御手段からのコマンドに基づいて演出の進行
を制御している。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　演出制御手段は、少なくとも、演出音音量調整制御手段、演出音音量変更制御手段、画
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像演出音音量表示制御手段、音出力実行制御手段を含んでいる。演出音音量調整制御手段
は、ボリュームで設定される音量で演出に関する演出音の音量を調整することができるも
のであり、演出音音量変更制御手段は、所定の条件が成立したときに演出表示装置に演出
操作部を操作するための画像が表示されてその画像の指示に対して演出操作部が操作され
たことによりその操作に応じて演出音音量調整制御手段が調整した演出音の音量を変更す
ることができるものであり、画像演出音音量表示制御手段は、演出音の音量の大きさを画
像として演出表示装置に表示するとともに演出操作部の操作を画像として演出表示装置に
表示して演出操作部の操作を指示することができるものであり、音出力実行制御手段は、
演出音音量調整制御手段が音量調整した演出音又は演出音音量変更制御手段が強制的に音
量調整した演出音量をスピーカから流す制御を実行することができるものである。ここで
、「所定の条件」とは、例えば、客待ち状態となって演出表示装置においてデモンストレ
ーションが行われている期間を挙げることができる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　演出音音量変更制御手段は、所定の条件が成立して画像演出音音量表示制御手段が演出
音の音量の大きさを画像として演出表示装置に表示するとともに演出操作部の操作を画像
として演出表示装置に表示して演出操作部の操作を指示するときにおいて、演出音音量調
整制御手段が調整した演出音の音量を大きくするように演出操作部が操作されたときには
、その操作に応じて演出音の音量を大きく変更する一方、演出音音量調整制御手段が調整
した演出音の音量を小さくするように演出操作部が操作されたときには、その操作に応じ
て演出音の音量を小さく変更することができるようになっている。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　このように、演出に関する演出音の音量はボリュームで設定される音量となるように演
出音音量調整制御手段により音量調整されるようになっている。また、所定の条件が成立
して画像演出音音量表示制御手段が演出音の音量の大きさを画像として演出表示装置に表
示するとともに演出操作部の操作を画像として演出表示装置に表示して演出操作部の操作
を指示するときにおいては、演出音音量調整制御手段が調整した演出音の音量を大きくす
るように演出操作部が操作されたときには、その操作に応じて演出音の音量を大きく変更
することができるようになっているし、演出音音量調整制御手段が調整した演出音の音量
を小さくするように演出操作部が操作されたときには、その操作に応じて演出音の音量を
小さく変更することができるようになっている。これにより、演出音音量調整制御手段が
ボリュームで設定される音量に応じて演出音の音量を調整している状態であっても、ボリ
ュームを直接操作することなく、所定の条件が成立して画像演出音音量表示制御手段が演
出音の音量の大きさを画像として演出表示装置に表示するとともに演出操作部の操作を画
像として演出表示装置に表示して演出操作部の操作を指示するときにおいては、演出操作
部を操作することにより、その操作に応じて演出音の音量を変更することができるように
なっている。換言すると、ホールの店員は、所定の条件が成立して演出音の音量の大きさ
を示す画像と、演出操作部の操作を指示する画像と、が演出表示装置に表示されていると
きには、ボリュームを直接操作することなく、演出操作部を操作することによりその操作
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に応じて演出音の音量を調整することができるようになっている。したがって、音量を簡
単に調整することができる。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本実施形態では、例えば、図２５の扉枠ベース本体１１０の前面で遊技窓１０１の下端
左右両外側に取り付けられる一対のサイドスピーカ１３０、図２９の右サイド装飾ユニッ
ト２００に取り付けられる右上部スピーカ２２２、図３２の左サイド装飾ユニット２４０
に取り付けられる左上部スピーカ２６２、及び図７８の基板ユニット８００におけるスピ
ーカボックス８２０に取り付けられる下部スピーカ８２１がスピーカに相当し、図９５の
液晶表示装置１９００が演出表示装置に相当し、図２の操作ユニット４００のダイヤル操
作部４０１及び押圧操作部４０５が演出操作部に相当し、図１００の音量調整ボリューム
４１４０ａがボリュームに相当し、図９７の主制御基板４１００が主制御手段に相当し、
図１１７及び図１１８の各種コマンドがコマンドに相当し、図１００の周辺制御基板４１
４０が演出制御手段に相当し、図１のパチンコ遊技機１が遊技機に相当し、図１４２の周
辺制御部電源投入時処理におけるステップＳ１０３２の音データ作成処理が演出音音量調
整制御手段及び演出音音量変更制御手段に相当し、図１４２の周辺制御部電源投入時処理
におけるステップＳ１０１６の表示データ出力処理及び同処理におけるステップＳ１０３
０の表示データ作成処理により実現される図１５３（ｂ），（ｃ）の音量設定の画面が画
像演出音音量表示制御手段に相当し、図１４２の周辺制御部電源投入時処理におけるステ
ップＳ１０１８の音データ出力処理が音出力実行制御手段に相当する。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６３４】
　なお、本実施形態では、音量調整ボリューム４１４０ａのつまみ部を回動操作すること
により音楽や効果音の音量を調節するようになっていることに加えて、図４３に示した、
操作ユニット４００のダイヤル操作部４０１や押圧操作部４０５を操作することで設定モ
ードへ移行して音楽や効果音の音量を調節することができるようになっている。パチンコ
遊技機１の電源投入後、所定時間内において、操作ユニット４００のダイヤル操作部４０
１や押圧操作部４０５を操作すると、設定モードを行うための画面が液晶表示装置１９０
０に表示されるほかに、客待ち状態となって液晶表示装置１９００によるデモンストレー
ションが行われている期間内において、操作ユニット４００のダイヤル操作部４０１や押
圧操作部４０５を操作すると、設定モードを行うための画面が液晶表示装置１９００に表
示されるようになっている。この設定モードの画面に従って操作ユニット４００のダイヤ
ル操作部４０１や押圧操作部４０５を操作することで音楽や効果音の音量を所望の音量に
調節することができる。具体的には、音量調整ボリューム４１４０ａのつまみ部の回転位
置における抵抗値により分圧された電圧を、周辺制御Ａ／Ｄコンバータ４１５０ａｋがア
ナログ値からデジタル値に変換して、この変換した値に対して、操作ユニット４００のダ
イヤル操作部４０１や押圧操作部４０５の操作に応じて所定値を加算又は減算することに
よって、基板ボリュームの値を増やしたり、又は減らしたりすることができるようになっ
ている。この調節された音量は、音源内蔵ＶＤＰ４１６０ａの内蔵音源における複数のト
ラックのうち、音楽や効果音等の演出音の音データが組み込まれたトラックに対して、サ
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ブボリューム値として設定更新されて演出音の音量の調節に反映されるものの、上述した
報知音や告知音の音量に調節に反映されないようになっている。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６３６】
　また、本実施形態では、パチンコ遊技機１において遊技が行われていない状態が所定時
間継続され、客待ち状態となって液晶表示装置１９００によるデモンストレーションが繰
り返し行われると（例えば、１０回）、前回、パチンコ遊技機１の前面に着座して遊技を
行っていた遊技者が調節した音量がキャンセルされて、音量が初期化されるようになって
いる。この音量の初期化では、ホールの店員が調節した音量、つまりホールの店員が音量
調整ボリューム４１４０ａのつまみ部を直接回動操作して調節した音量（基板ボリューム
）となるようになっている。これにより、前回、パチンコ遊技機１の前面に着座して遊技
を行っていた遊技者が調節した音量を小さく感じて音楽や効果音を聞き取り難い場合には
、今回、パチンコ遊技機１の前面に着座して遊技を行う遊技者が操作ユニット４００のダ
イヤル操作部４０１や押圧操作部４０５を操作して所望の音量まで大きくすることができ
るし、前回、パチンコ遊技機１の前面に着座して遊技を行っていた遊技者が調節した音量
を大きく感じて音楽や効果音をうるさく感じる場合には、今回、パチンコ遊技機１の前面
に着座して遊技を行う遊技者が操作ユニット４００のダイヤル操作部４０１や押圧操作部
４０５を操作して所望の音量まで小さくすることができる。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１１７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１１７９】
　１…パチンコ遊技機（遊技機）、２…外枠、３…本体枠、４…遊技盤、５…扉枠、１３
０…サイドスピーカ（スピーカ）、２２２…右上部スピーカ（スピーカ）、２６２…左上
部スピーカ（スピーカ）、８２１…下部スピーカ（スピーカ）、４００…操作ユニット、
４０１…ダイヤル操作部（演出操作部）、４０５…押圧操作部（演出操作部）、１１００
…遊技領域、１９００…液晶表示装置（演出表示装置）、２１０１…上始動口、２１０２
…下始動口、４１００…主制御基板（主制御手段）、４１００ａ…主制御ＭＰＵ、４１１
０…払出制御基板、４１１０ｂ…停電監視回路、４１４０…周辺制御基板（演出制御手段
）、４１４０ａ…音量調整ボリューム（ボリューム）、４１５０…周辺制御部、４１５０
ｃ…周辺制御ＲＡＭ、４１６０…液晶及び音制御部、４１６０ａ…音源内蔵ＶＤＰ、４１
７０…ランプ駆動基板、４１８０…モータ駆動基板。
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